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老若男女のケータイメール
－たかがメール、されどメール－
【言語文化セミナー】2010年10月29日（金）午後２時40分から４時10分
　第19回「言語文化セミナー」を10月29日（金）に開催しました。講師は、東洋大学
文学部教授の三宅和子氏で、「ケータイメール－ハイブリッドなことばたち－」とい
うタイトルでお話しくださいました。
　ケータイメールは、今や若者だけでなく高齢者も必要とするコミュニケーション
ツールですが、その使用実態や使用意識においては、世代間のギャップが非常に大き
いと言えます。一般に、ケータイを常に身近に置いて四六時中画面をのぞいている若
者、それをシブイ顔で見つめる中高年という構図がよく指摘されます。しかし、若者
のケータイメールにどのようなことが書かれているのか、また、何を考えてケータイ
メールを使っているのかなど、その実態を知ることはなかなかできません。
　三宅氏は、ケータイメール研究の第一人者であり、大学生が書いたケータイメール
を実際に収集・分析されています。まず、若者が実際にどのようなメールをやり取り
しているのか、その表現や表記の紹介がありました。若者のメールに絵文字や顔文字、
記号など、規範から逸脱した文字が多用されているのは、規範をはずすことにあくな
き情熱をもち、それによって自己主張をするとともに、仲間と何かを共有したがって
いるからだとの指摘でした。
　また、女子大学生同士でやり取りされた実際のメールの解説では、相手の内容に対
して応答があったりあいづちが打たれたりと、まるで対面の会話をしているような速
さとリズムがあるとのことでした。このように、若者のメールは、書きことばであり
ながら「メール会話」であり、書きことばの常識を破っている、さらには、話しこと
ばをも超えているとして「超言文一致体」と名づけられました。
　中高年齢層がケータイメールをおもに連絡の手段として使っているのとは違い、若
者たちにとっては、他人と関係を築き親しくなるためのツールだとされました。物理
的には離れているけれど、バーチャルに対話をしている若者は、心地よいケータイメー
ルでの会話に慣れてしまうことによって、直接的なコミュニケーションが苦手になっ
ていくのではないかと危惧されていました。
　LC倶楽部会員の方や大学院生など32名のご参加があり、質疑応答も活発なやり取
りがなされました。たくさんの方のご意見を聞きたかったのですが、残念ながら時間
切れとなってしまいました。セミナー終了後は、ケータイメールを研究テーマにして
いる大学院生・大学生が三宅氏を囲み、質問の輪ができていました。
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【第２回ことばのサロン】 2010年７月15日（木）午後１時30分～３時30分 
テーマ「ケータイメールの日本語表現」
　梅雨が明けきらぬ７月15日、心配された雨に降られることもなく、午後１時30分か
ら２時間の予定で、第２回「ことばのサロン」を開催しました。
　初めに、所長の佐竹から、「日本人は作文に苦手意識をもっている人が多いはずな
のに、ケータイメールを使っている人は非常に多い。ケータイメールの登場によって、
日本人の「書く」生活は一変した」という日本人の書く生活とケータイメールとを絡
めた話や、また、「ケータイメールというと若い世代が話題にのぼりやすいが、今や
年代を問わずケータイメールは使われている。世代によって、その使われ方や使う意
識は違うはずだ」といった、世代間の違いについて話題の提供がありました。
　17名の出席者は、20代の女子大生から88歳の元大学教師まで、文字通り老若男女で、
まずは、出席者の皆さんお一人ずつ、自己紹介も兼ねて「ケータイとのかかわり」に
ついてお話しいただきました。
　ケータイがあって当たり前という大学生と違い、LC倶楽部の出席者からは、どち
らかと言えばケータイメールは苦手だという意見が出ました。「相手との気持ちのす
れ違いが起こるから苦手。子どもとのやり取り以外には使わない」というものや、「時
間をかけて、文面を考えに考えて打つが、結局、納得がいかない文章になってしまう」
という意見です。反対に、「誘いや依頼を断るときは、ケータイメールだと気楽にで
きる。とても便利だ」、「待ち合わせなどにとても便利。ケータイを持っていなかった
時代は一体どうしていたんだろうと不思議に思う」というケータイの便利さを良しと
する意見もありました。
　そして、ケータイメールに付きものの絵文字や顔文字についても話題が広がり、こ
ちらについても賛否両論でした。「絵文字を駆使する」という意見もあれば、反対に「絵
文字が好きではない、使わない」という意見もあり、「絵文字を使わないから、友人
からは、あなたのメールは冷たいと言われる。だから、いかに絵文字を使わずに、冷
たく感じない文面にするかを工夫している」という話も出ました。一方、大学生たち
は、「とにかく何か絵文字を入れておく」、「見た目のかわいさ重視で使っている」と
いう意見でした。「使っている」という事実、つまり、文面がそっけなくならないよ
うに「気を使っている」ことを示す指標の一つが、絵文字の使用ということなのかも
しれません。
　ケータイメールは、どのような文章を作って送るかという発信者の立場と、相手か
ら受けたメールをどのように解釈するかという受信者としての立場があります。二つ
の立場で、日本語をどのように使うか、とらえるか、出席者の皆さんから、たくさん
の体験談、ご意見をいただくことができました。ありがとうございました。
　帰り際には、「楽しかったです」とうれしい一言を残してくださる方もいらっしゃり、
サロンらしいひとときを過ごせていただけたことを、私どももうれしく思いました。
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　さて、研究所では、大学生①とLC倶楽部会員②（以下、LC）を対象に、ケータイメー
ル（以下、メール）についてアンケート調査を行いました。結果の一部を報告します。
◆調査内容
《調 査 時 期》　2010年６月、７月
《調査対象者》　大学生　 121名（有効回答数120名。男82名、女38名）
　　　　　　　Ｌ　Ｃ　  71名（ 有効回答数71名。20歳代～30歳代：６名、40歳代～
50歳代：28名、60歳代：18名、70歳代以上：19名）
《調 査 方 法》　 学生は、授業時間を利用してその場で回答してもらい回収した。LC
は、アンケート用紙を郵送し、記入の上、郵便で返送してもらう郵送
調査。
◆調査結果
①メール使用の有無
　大学生は120名全員がメールを使用している。LCは71名中52人が使用しており、19
人は使用していない。したがって、以下、LCについては、メールを使用している52
人についての調査結果を示すこととする。
　やり取りの頻度は、LC、学生ともほぼ
毎日という回答が多い（②）。若者には四
六時中ケータイを操作しているイメージが
ある。しかし、実際には、２～３日に１度
だけ、また、来たメールに返信するのみと
いう回答もある。
　メールの相手はだれかという質問（③）。
LCは、身内と友人がほぼ同数である。学
生は身内よりも友人が多い。その身内は
「母」や「兄弟姉妹」が多く、「父」と回答
しているのは、「家族」「親」を含めても、
女子学生７人、男子学生５人と少数であっ
た。学生がメールを頻繁にやり取りする相
手は、友人＞母親・兄弟姉妹＞父親の順の
ようだ。
　メールを送る際にタイトルを入れるかど
うかという問いでは、タイトルを入れずに
送る、あるいは入れない時もあるという回
答が多い（④）。学生は、タイトルを入れ
ないのが当たり前のようである。メールを
①大学生：女子は武庫川女子大学と阪南大学経済学部。男子は阪南大学経済学部。
② LC倶楽部：一般の方々とことばを通して交流をはかる場。会員には刊行物の送付やセミナー開催のお知
らせなどをしている。現在、会費無料。会員数138名。
②使用頻度はどれくらい？
（人） LC 学生女 学生男
ほぼ毎日 34 32 71
２～３日に１度 6 2 4
１週間に１度 8 0 0
返信のみ 3 4 7
③メールの相手は？
複数回答（人） LC 学生女 学生男
身内 45 26 20
友人 43 38 80
仕事／アルバイト関係 18 2 8
その他 7 6 1
④タイトル（件名）を入れるか？
複数回答（人） LC 学生女 学生男
必ず入れる 16 0 0
入れない時もある 29 10 6
ほとんど入れない 10 28 75
その他 1 0 1
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担当：佐竹秀雄・岸本千秋　作業協力者：今西美希　2010年11月
アンケートにご協力くださったLC倶楽部会員、大学生の皆さんに御礼を申し上げます。
おしゃべりの延長ととらえるなら、わざわざタイトルを付ける必要はないということ
であろうか。
　メール文面では、できるだけ漢字に変換
する人が多い（⑤）。漢字か仮名かという
ことは、文章の読みやすさともかかわるだ
ろうが、日本人の漢字好きの一面が確認で
きたと言える（関連：LCりぽーと６）。
　絵文字や顔文字をメールに入れるかどう
かという質問では、LCと学生女子では、
相手によって使い分ける人が多い（⑥）。
学生女子では、絵文字や顔文字を「使わな
い」という回答はゼロである。興味深いの
は、学生男子で「使う」と回答した人が多
いことである。絵文字や顔文字の使用を他
者への配慮と考えると（２頁５段落目）、
男子は、メールでの対人関係に気を遣っている人が多いことがうかがえる。
⑦メールについて普段考えていること（自由記述より。紙面の都合上、LCの回答か
ら一部を紹介します。内容を適宜短く編集したものもあります。ご了承ください。）
＜メールと人間関係＞ああ、メールってムズカシイ！
メールの返事がこないと精神的によくない。（70代以上・男）／一字の違いで誤解
が…。神経を使う。（60代・女）／本当の気持ちが伝わりにくく、欲求不満になる
ことも。（60代・女）／丁寧な表現を使うと「怒っているの？」と返される。（40～
50代・女）／相手の感情が読み取りにくく、深読みしてしまったり軽く流してしまっ
たり。（40～50代・女）／義母が亡くなった時、お悔やみをメールで送ってきた友
人が。常識を疑った。（40～50代・女）／目上の人には、ぞんざいな感じにならな
いよう送信前に読み直す。（40～50代・女）／遅刻やドタキャン・欠席の連絡をメー
ルで済ます人がいる。これってどうなの？（20～30代・女）
＜メールと社会＞年配者ならではのご意見？
ケータイが犯罪の用に供せられたり、イジメなど人間関係に悪影響を与えたりしな
いためにはどうしたら良いか社会全体で対策を考えるべきだ。（70代以上・男）／
中年女性が路上や電車内でメールを打っている姿は見たくない。（70代以上・男）
／大学生が授業中、意外に静かなのはメールをしているからか。（70代以上・男）
／歩行中のメール作成は危険で見苦しい。（70代以上・男）／漢字離れが顕著にな
り日本文化が衰退するのではないかと危惧する。（60代・男）
⑤漢字に変換するか（漢字を使いたいか）？
（人） LC 学生女 学生男
できるだけ変換 43 25 56
気にしていない 6 10 25
その他 3 3 1
⑥絵文字や顔文字を使うか？
複数回答（人） LC 学生女 学生男
使う 18 14 58
相手による 25 24 13
使わない 10 0 13
その他 2 0 0
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